
今和7年度 東雲小学校

※肯定率は評定 4・ 3の合計  (児童、保護者、教職員 93%以 上・・ 85%未満…
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教職員による自己評価・考察 ○成果 ◆課題 と対策

○松山の授業モデルに沿つた投菜づくりをしてきたことて、見重や保護者の肯定

率の上昇が見られた。

○著くことが苦手な児童にとっては、タブレット学習は非常に有効であった。

◆アナログとデジタルのそれぞれのよさを生かした授業改善の項目は昨年比で微

減となったが、依然として高い数値を維持 している。 減少の要因として考えら
れるのが、ICT活用自体はほば全教員に定着したものの、次の段階として場面に

Aじ た最適な使い分けが問われるようになり、教員個々の自己評価基準が高く
なったと考えられる。

◆ICT活用が日常化 した今こそ、改めて「紙の教育的効果」を見直す時期にあ

る。 特に、尽考の整理や定着におけるアナログの有用性について、紙媒体で授
業を行ってきたベテランの先生のノウハウを着手層と共有し、双方の良さを生か

した「質の高いハイブリッドな授業」を目指す。

◆保護者の「学習面の基礎・基本」についての肯定率がやや低かった。タブドリ

やエイリス等の透用を充実することで、基礎・基本の定着に努めたい。

①字力向上推進計に百Jに基づいて指尋を行つたことて、字校や家での字習
に取り組むことについて、肯定的な児童が多かった。

◆自分の考えを発表することについて、肯定率が下がっていた。どのク

ラスも授業中に、活発に発表 している児童の様子はみられる。これから

も継続的に、ペアやグループ等の発表を織 り交ぜなが ら、スモールス

テップで話合い活動に取 り組んでいきたい。また、児童が、自分の考え

を伝えることができたと実感できる授業づくりに努める。

〇道徳科を軸に起きなが ら、日々の生活の中で、児童の人権意識を育て

ていけるように努める。児童は、周囲の環境から差別やいじめが許され

るものではないという認識を持つことができている。

○ミ通う学級経営、学年経営に努め、誰もが安′はして学校生活を送れる

ように今後も継続 して指導を行う。

◆ 「差別やいじめを許さない気持ちをもっていますか」の肯定率が920/。

である 。この数値は100%を 目指すものと考えている。

○学校生活を、きまりを守つて楽しく過ごすことができているのは、い

けないことを叱ってくれる、 という安ミ感があることも影響していると
考えられる。しかし、教師に対して、指導を受けるイメージが強くなる

ことも考えられるので、指導と相談が両立したイメージを今後確立して

いきたい。

◆挨拶については、運営委員会を中′せとした毎朝の挨拶運動、昼の放送

での挨拶のよい友逹の紹介等、高学年の児童を中ミに課題解決に取り組

むことができている。今後も子どもの活動を中′むに、挨拶の啓発活動を

継続 していきたい。

◆毎月生活調査を実施 し、悩みごとなど、直接言いにくいことを紙に書
いて伝えることができるよう、定期的な相談の場を設けている。今後も

継続するとともに、教師と児童の信頼関係をより築くことができるよう

努めていく。

O各学年、子どもたちが′脈々な対累との出会いをとおして、目今自身を見つめることが
できるように教育活動を工夫して実施している。また、教職員が、「どのような力を育

てたいのか」を明確にして様々な活動を実施していることが、キャリア教育の推進につ

ながっている。

◆学年だより等で、活動の様子やねらいを伝えることで、キャリア教育への理解促進を

図る。

①交I邑受全については、ュ邑二、生徒語幸王子が呼ひ脅 |ケたり、PIAの朝の見守リ

当番報告書等を基に教職員で情報共有して指導に当たったりするなど、迅速かつ

丁寧な指導を行うことができている。

① 夏季体茉甲、冬季体栞中に、 I週間椎及 I早穫早疋憲朝ごはんチヤレンシ
デー」を設定し、起きる目標時刻、寝る目標時刻を設定してチャレンジしてい

る。児童とお家の方からの感想の中には「子どもが朝は自分で起きることをがん

ばった」「家族で取り組んだ」というものもあり、意識 して取り組んでいる様子

がうかがえた。

◆ 特に、早寝ができていないと感じているのではないかと考える。塾や習い事
で帰宅する時間が遅くなったり、家庭の事情で就寝時刻が遅くなってしまうこと

もあるだろうが、ゲームやユーチューブを見ていて遅くなっている児童もいるた

め、家庭でのルール作りや個別の声掛けを続けていく必要がある。

○学級担任は、4票 々な個性を持つ児重一人一人の実憑を把握 し、保
‐
護者の旨・ 禄 と情報を共有 し

て、個別の支援計じ百」を作成し、よりよい学校生活を送ることができるよう努めている。

◆一人一人のよさが引き出せるよう、学級担任、特別支援教育コーディネーターや生徒指導主

事、管理職、関係諸機関と今後も連携を密に図る。

O萩務三仕を甲′はに、写五iェ仕∵各萩科寺の工仕が、それぞれの工場て
学校全体のことを考えた建設的な意見を出し合い、組織的な対應に努め

ることわヾできている。

○研 修 三任 を中越 に、 chromeブ ッ ク導 入 の際 、 AI生 嵐 の研 修 、勤 画作 成 ア プ リ

3onvoの研修など、実効性のある研修を計□的に行うことができた。

O不,t署」り)lll店翻イ,｀允笑しているため、二~子年つ` ド写年をしつか`りとわせ詰了るl麦 しいミ

が伝統的に根付いている。
O/ム` 民館やPTAと の連携により、地域の方の支援を得ながら、充実した活動を行うこ
とができた。
O校報しののめ、学年だより等で学校や子どもたちの様子を伝えることができた。
◆地域の公民館等が行う活動については、チラシを掲示し、参加するよう啓発に努めて

いる。今後も継続して行いたい。

∪ I鵜 ご万名人 にな ろつ」によ り、 よい鵜 百万・諮 し万 を全夜て夭坦埋

解 しながら取り組んだことは、言語環境の充実にもつながった。

①果中校区 (黒中・誉町小・泉要小・八ウ又小)の四校運携て行 う技栗等
を今後も継続 していくことで、児童の学びの接続 をスムーズに行ってい

さたい。情報交換 を密にし、今後も活発に研修や授業交流を深めていき

たい。
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評価指標・質問

孜Bttlは、松山の技柔モテルをもとに、―人一人が分かる暑ひ、共に字ぶ暑ひを叉懲てきる萩

業を行っている。
奪叉日中ほ 、萩 科 寺 の 語 尋 に Tっい Kア ア ロ ク とア ン タル て イして イして

''よ
で を理 ワ」に 生 力 し`た 預 柔 ビ又

善に取り組んでいるぃ

学校は、地域に根ざした教育を行い、郷上を大切に思う児童生徒の育成に努めている。

授業の内容がよく分かりますか。

タブレットを使うことで、学習がよく分かり楽しくなりましたか。

学校は、タブレット端末なnCT機器のよさを適切に生かしながら、授業に取り組んでいる。

お子様は、学習面での基礎・基本が身に付いている。

学校は、地域に根ざした教育を行い、郷上を大切に思う児童の育成に努めている。

教師は、児童の学力や体力の状況を把握し、それらの充実に向け計 L百J的に指導を行つてい

る。

,S、だんの投業で、自分の考えが発表できていますか。

進んで学校や家での学習に取り組んでいますか。

読書に熱越に取り組んでいますか。

外で元気に進んだり、体を動かしたりすることに、進んで取り組んでいますか。

お子様は、学習に意欲的に取り組んでいる。

お子様は、進んで運動に取り組んでいる。

教師は、人権。同和教育の視点に立ち、いじめや差別を許さない意識や態度を育てている。

差別やいじめを許さない気持ちを強く持っていますか。

友遠が困っているときに、進んで助けることができていますか。

学校は、いじめや差別を許さない意識や態度の育成に向けて努力している。

学校は、異年船が関わる活動をよく実施し子どもたちの成長に役立っている。

学校は、「学校のきまり」など生徒指導体制の見直しを行い、児童の実態に痣じた適切な指

導を行っている。

明るいあいさつができていますか。

あなたは、学校や学級のきまりを守れていますか。

学校や学級での生活が楽しいですか。

超みごとや困ったことがあるときには、先生に相談でをていますか。

友違や先生の話を最後までしっかり聞いていますか。

先生は、いけないことをしたときには、しかってくれますか。

お子様は、安′せして学校に通い、楽しい学校生活が送れている。

お子様は、友達や先生、地域の方々に明るい挨拶ができている。

教師は、将来に夢を持ち、自分の進路や生き方について考える児童を育てている。

夢やめあてに向かって努力を続けていますか。

お子様は、夢やめあてを持ち、その実現のために努力を続けている。

荻師は、兄重に交甕亀受全やけが等の
`万
上について適切な語孝を行つとともに受全な環境つ

くりに努めている。

学校は、交通安全やけが等の防止について通切な指導を行うとともに、安全な環境づくりに

努めている。

教師は、家庭と連携して個 の々健康状態を確譲するとともに、環境衡生の維持・改善を行い、

児童の健康保持・増進に努めている。

学校は、換気や手指衛生などの基本的な感染症対策を行っている。

「早寝・早起き。朝ご飯」ができていますか。

お子様は、「早寝・早起き・朝ご飯」ができている。

学校は、換気や手指衛生などの、基本的な懸梁戸正対策を通切に行うなど、受全。安鳶な学校
づくりに努めている。

教師は、特別支援教育の視点を持って取り組み、個にAじた配慮や指導を適切に行つてい

る。

学校は、子どもたち一人一人の能力や特性にAじた支援や指導を行っている。

学校は、管理職や学年主任等を中′むとした組織的な対痣を行っている。

学校は、管理職や学年主任等を中だにチームで対Aしてくれている。

教師は、子どもたち一人一人が分かる授業づくりや、様 な々教育課題への対たに向けて、積

極的に研修に取り組んでいる。

学校は、教育活動の充実に向けて、地域や保護者と連携。協力している。

お子様は、地域の行事に積極的に参カロしている。

字校は、字校・字年たよりやホームベーン、配信システム寺により、槙樫瑚に情数を発信して

いる。

写校は、校報 しののめや字年′_よ り、本一ムベーンなとて、写校ヤ子ともたちの標子をよく17、

テてぃ′〕̂

教師は、言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整備に努めている。

学校は言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整備に努めている。

学校は、小 Iプロブレムや中Iギャップの解消につなげるために関係園・校で連携し、児童の

学校生活に対する不安感の軽減を図っている。

学校は、関係園・校て理携して児童生徒への珪雅を促】豊丁るとともに、系観性を夏子見した写

習指導を行っている。

学校は、家庭・地域・関係機関 (東中・市教育研修センター・愛大・日本など)と連携して教育

活動を充実させ、子どもたちの健全育成に努めている。

評価領域

教育課程

学習指導

人権・

同和教育、

生徒指導

キャリア

教育

安全管理

保健管理

特別支援

教育

組織運営

研修

保護者・

地域との

連携

情報提供

教育環境

幼保小

中逹携


